
ハ
イ
デ
ガ
！
の
道
程

存
在
史
的
自
民
族
中
心
主
義
か
ら
東
西
対
話
へ
の
途
上
で

存在史的自民族中心主義から東西対話への途上で

ブ
レ
ッ
ト
・

存
在
史
的
自
民
族
中
心
主
義
一
一
九
一
一
一

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
（
1

）

最
近
出
版
さ
れ
た
！
ト
』
は
、
ハ
イ
デ
ガ
！
が
一
九
一
一
一
三
年

か
ら
一
二
四
年
に
か
け
て
国
家
社
会
主
義
と
の
間
で
ひ
ど
く
も
つ
れ
た
関

係
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
を
よ
り
詳
縮
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ハ
イ
デ

ガ
i
は
「
現
存
在
の
形
市
上
学
（
ζ
2
8
ξ
a
r）
」
を
「
《
特
定
の
》
歴

史
的
民
族
《
が
担
う
》
メ
タ
政
治
学
〔
ミ
ミ
号
。
丘
三
ミ
2戸
町
内

h
n
E
n
p
S忌
き

さ
存
立
ご
（
C
〉
宏
一
円
忠
一
口
河
口
ω
i
5
も
参
路
…
）
へ
と
発
展
さ
せ
よ
う

と
し
て
ナ
チ
ス
と
の
そ
う
し
た
複
雑
な
関
係
に
陥
っ
た
の
だ
が
、
そ
の

一
方
で
こ
の
資
料
は
ま
た
、
「
ヒ
ト
ラ
ー
の
「
我
が
闘
争
」
か
ら
の
馬

鹿
げ
た
引
証
」
（
凸
〉
宏
一

E
N）
に
溢
れ
た
、
人
口
に
捨
亥
し
た
「
通

俗
的
国
家
社
会
主
義
〔
さ
～
旬
、
ミ
ミ
さ
さ
き
N
E言
ミ
ま
ご
（
向
上
）
か
ら
、

実
現
さ
れ
て
い
な
い
「
精
神
的
国
家
社
会
主
義
応
急
必
需

ミミ
5
S
P
O
N
E～
な
さ
三
〕
」
（
凸
〉
宏
一

5
0）
と
い
う
自
ら
の
構
想
を
解
き

放
と
う
と
粉
骨
砕
身
し
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
〔
し
か
し
〕
ま
も
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デ

i
ピ
ス

（
酒
詰

悠
太
訳
）

な
く
ハ
イ
デ
ガ
i
は
「
通
静
的
関
家
社
会
主
義
」
を
「
野
蛮
な
原
理
」
（
凸
〉

宏
一
戸
ゆ
と
と
み
な
し
、
一
九
一
一
一
三
年
の
自
身
の
総
長
就
任
演
説
を
、
「
大

過
の
小
幕
開
劇
」
（
凸
〉
宏
一
志
∞
一
C
〉
部
門
∞
叫
さ
∞
一
凸
〉
巧
一
∞
∞
i
g
u
N
印∞

も
参
照
）
と
呼
ぶ
に
至
る
。
終
戦
を
迎
え
る
ま
で
に
彼
は
、
い
わ
ゆ
る

〔
『
聖
書
い
（
イ
ザ
ヤ
書
9
章
日
節
）
に
あ
る
通
り
に
〕
「
わ
れ
わ
れ
白
出
身

の
民
族
が
宙
自
的
に
誤
っ
た
道
に
導
か
れ
た
こ
と
」
（
C
〉吋
F
N
c
q

n℃門戸
ωω
）
を
嘆
い
た
。
『
黒
ノ

i
ト
』
全
篇
を
通
じ
て
、
ま
た
他
の

館
所
で
も
、
ハ
イ
デ
ガ
！
は
一
貫
し
て
と
り
わ
け
ナ
チ
ス
信
奉
者
の
生

物
学
的
民
族
主
義
を
批
判
す
る
の
だ
（
例
え
ば
む
〉
宏
一

HSLω
円

ω
宏池

h
q
p
C
〉
話
一

NNiNω
リ

ω
N
U
C〉
由
。
一
品
∞
を
参
照
一
ま
た

C
〉
ω
∞＼
ω
F

N
G
C－

N
円
刊
の
〉
忠
一
円
∞
i
s
u
G〉
会
一
エ
目
。
〉
O
C
一吋
C
iご
も
参
照
）
（
2
）。

と
は
い
え
、
不
可
思
議
か
つ
珍
妙
と
も
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ハ

イ
ヂ
ガ
！
は
（
西
洋
の
）
存
在
史
が
地
盤
喪
失
（
同
ミ
ミ
言
合
言
と
）
お

よ
び
工
作
機
構
（
ミ
号
、
尽
き
与
も
）
へ
と
没
落
し
て
い
く
こ
と
を
『
黒

ノ
i
ト
」
に
記
し
て
い
る
が
、
彼
の
言
葉
に
皮
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
思
考
が



初
め
て
注
入
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
八
年
の
こ
と
な
の
で
あ
る
お
〉

忠
一
巧
参
照
）
（
3
）O

〔
お
年
と
言
え
ば
、
〕
現
実
の
ナ
チ
運
動
か
ら
彼

が
身
を
引
い
て
か
ら
数
年
が
過
ぎ
去
っ
て
お
り
、
ハ
イ
デ
ガ
！
の
こ
う

し
た
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
思
考
は
、
一
九
四

0
年
代
半
ば
ま
で
継
続
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
（
と
り
わ
け
凸
〉
忠
一

ω
N
P
ぉ
P
C〉
忠
一
k
p
o
i

－む
u

gー
ω戸
店
ω
いおリ
N
O
H
l
s
u
C〉
C
F
N
O
L
S
参
照
）
（
4
）O

〔
こ
う
し
た

経
緯
も
あ
っ
て
か
、
〕
近
年
の
「
黒
ノ

i
ト
』
に
関
す
る
議
論
は
、
ユ

ダ
ヤ
人
お
よ
び
「
ユ
ダ
ヤ
的
な
も
の
（
缶
尋
ミ
ミ
芯
）
」
に
関
す
る
軽
蔑

的
な
言
辞
が
含
ま
れ
る
十
数
個
の
文
一
一
一
一
口
に
限
定
し
て
、
焦
点
が
当
て
ら

れ
て
き
た
傾
向
が
あ
る
（
5
）
。
ハ
イ
デ
ガ

i
の
思
惟
と
彼
の
ナ
チ
加
担

と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
長
年
討
論

が
交
わ
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
総
長
と
し
て
の
彼
の
発
言
は
い
う
ま
で

も
な
く
、
彼
が
私
的
並
び
に
公
的
書
簡
で
折
り
に
触
れ
披
露
し
た
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
が
、
ハ
イ
デ
ガ
i
の
思
堆
そ
れ
自
身
の
中
で
役
割
を
果
た
す

も
の
だ
と
す
る
証
拠
は
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
き

た
通
り
で
あ
る
（
6
）
。
〔
し
か
し
、
〕
上
記
の
よ
う
に

Q
黒
ノ
i
ト
い
に

関
す
る
議
論
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
お
よ
び
「
ユ
ダ
ヤ
的
な
も
の
」
に
〕
批
判

的
な
仕
方
で
焦
点
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
、
理
解
で
き
る
こ
と

だ
。
こ
の
新
た
な
証
拠
資
料
〔
H
H

『
黒
ノ
！
ト
ご
は
、
こ
れ
ま
で
知

ら
れ
て
い
た
よ
り
も
、
ハ
イ
デ
ガ
！
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
彼
の
思
惟
の

諸
相
と
の
よ
り
密
接
な
関
係
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
ベ
ー

タ
！
・
ト
ラ
ブ
ニ
I
B
－
－
が
一
言
葉
巧
み
に
一
一
一
日
う
所
の
も
の
は
、
私
は
ニ
一
一
口
い
過

ぎ
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
〔
彼
は
〕
〈
』
ぬ
き
h
g忌
凡
込
町
存
宮
、
ふ
ミ
テ

尽
き
与
さ
S
〔uη
存
在
史
的
な
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
〕
〉
（
7
）
と
称
す
る
も
の
が
、

こ
の
〔

i
ト
』
を
執
筆
し
た
〕
期
間
に
お
け
る
ハ
イ
デ
ガ

i
の
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全
思
惟
の
核
を
、
拭
い
難
く
汚
染
し
（
ぎ
ミ
む
き
E
E
4）
、
ま
し
て
や
こ

の
期
間
前
後
の
彼
の
思
惟
も
一
一
一
日
う
に
及
ば
ず
と
い
う
の
だ
。
〔
だ
が
、
〕

私
に
は
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
口
う
方
が
よ
り
実
相
に
適
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
即
ち
、
円
黒
ノ

i
ト
』
の
こ
れ
ら
の
断
片
に
お
い
て
、
ハ
イ
デ
ガ

i

は
、
彼
に
と
っ
て
西
洋
近
代
を
規
定
す
る
地
盤
喪
失
・
工
作
機
構
・
技

術
的
計
算
と
い
う
彼
の
批
判
を
、
単
に
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
だ
け
で
は
な
く
、

当
時
の
大
部
分
の
西
洋
世
界
に
浸
透
し
て
い
た
、
あ
る
種
の
反
ユ
ダ
ヤ

的
な
偏
見
・
比
職
・
陰
謀
論
と
試
み
に
結
び
つ
け
て
み
せ
た
の
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
と
り
わ
け
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に

お
け
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が
も
た
ら
し
た
身
の
毛
の
よ
だ
っ
結
果
に
つ
い

て
わ
れ
わ
れ
が
知
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
、
無
謀

で
非
難
さ
れ
る
べ
き
試
み
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
な
ぜ
ハ
イ
デ
ガ

i
が、

全
集
の
一
部
と
し
て
、
注
釈
な
し
に
、
こ
れ
ら
の
新
片
が
公
判
さ
れ
る

こ
と
を
許
し
た
の
か
、
〔
そ
の
真
意
を
〕
推
し
量
る
こ
と
は
国
難
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
は
、
歴
史
を
記
録
す
る
為
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
な
ら
ば
、
彼

は
こ
れ
ら
の
見
解
を
、
あ
る
日
か
ら
の
ち
、
持
つ
こ
と
が
な
く
な
っ
た

の
か
、
あ
る
い
は
持
ち
続
け
た
の
か
、
そ
し
て
持
つ
事
が
な
く
な
っ
た

と
の
だ
と
し
た
ら
そ
う
な
っ
た
理
由
を
、
な
ぜ
ま
た
、
よ
り
完
全
な
歴

史
を
記
録
す
る
た
め
に
明
ら
か
に
し
な
い
の
、
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
〔
ハ
イ
デ
ガ

i
が
完
全
な
歴
史
の
記
録
を
な
お
ざ
り
に
し
た
こ
と

は
、
〕
こ
れ
ら
の
断
片
に
表
現
さ
れ
て
い
る
な
ミ
E
h
s忌
ミ
ミ
守
宮
、

旨
ミ

lpさ
き
芯
言
〔
H
存
在
史
的
な
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
〕
〉
と
関
様
、
嘆
か

わ
し
く
糾
弾
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
〈
存
在
史
的
な

反
ユ
ダ
ヤ
、
正
義
〉
が
、
ハ
イ
デ
ガ

i
の
思
堆
の
道
全
体
の
要
だ
と
い
う

こ
と
は
決
し
て
な
い
し
、
従
っ
て
、
〔
〈
存
在
史
的
な
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
〉



は
、
〕
幾
人
か
の
論
客
が
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
望
む
だ
ろ
う
ア
キ
レ
ス

の
躍
で
も
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
よ
り
も
、
ハ
イ
デ
ガ
！
の
思
惟
に

よ
り
深
く
広
範
に
、
そ
し
て
よ
り
長
い
期
開
浸
透
し
て
い
る
民
族
中
心

主
義
（
さ

F
2ミ
喜
三
と
い
う
問
題
は
確
か
に
あ
る
。
「
ド
イ
ツ
人
が

日
没
す
る
地
（
C
の
の
一
色

0
2
〔
持
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〕
）
を
救
出
す
る
と
い
う

物
語
定
2
3
t
h
qミ
た
て
ぬ
き
寄
与
ミ

hssphH室
内
与
旬
、
客
室
ミ
ミ
号
乙
」
（
8
）

と
ト
ラ
ヴ
一
丁
が
呼
ぶ
も
の
は
〈
ミ
ミ
ミ
芸
品
川
内
旬
。
肯
定
口
忌
雪
忠
言
ミ
ミ
ミ
ミ
N
h
h

〉、

つ
ま
り
、
存
在
史
的
自
民
族
中
心
、
王
義
と
称
さ
れ
て
も
お
か
し
く
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

一
九
一
三
一
一
年
の
夏
学
期
に
、
ハ
イ
デ
ガ

i
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
初

代
ナ
チ
ス
党
員
学
長
と
し
て
次
の
よ
う
な
、
王
張
を
も
っ
て
最
初
の
講
義

を
開
始
し
た
。
「
今
や
、
ド
イ
ツ
民
族
〔
さ
丘
は
、
歴
史
的
に
偉
大

な
瞬
間
を
通
過
し
つ
つ
あ
る
の
だ
」
（
凸
〉
袋
詰
予
匂
∞
叶
刃
包
。
さ
ら
に

彼
は
議
論
を
続
け
る
。
古
代
「
ギ
リ
シ
ア
民
族
〔
さ
丘
」
の
「
民
族

性
〔
h
H
Q
ミミ
2
ミ
ベ
〕
と
一
一
一
一
口
語
」
は
、
「
我
ら
ド
イ
ツ
民
族
と
同
じ
出
来
」

を
持
つ
が
ゆ
え
に
、
〔
わ
れ
わ
れ
、
ド
イ
ツ
民
族
に
は
〕
ド
イ
ツ
民
族

が
果
た
す
べ
き
哲
学
的
に
し
て
「
精
神

i
政
治
的
な
使
命
」
が
あ
る
、

と
（
凸
〉

ωqω
？
ナ
全
一
切
d
N
ナ
三
一
合
照
）
（
9
）
。
確
か
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー

は
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
学
長
と
い
う
公
職
に

5
お
年
か
ら
去
年
の

わ
ず
か
一
年
間
留
ま
っ
た
後
辞
任
し
、
そ
れ
以
来
ナ
チ
ス
の
政
治
政
策

に
対
し
て
次
第
に
批
判
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
詩

人
と
思
索
者
の
民
族
支
告
さ
昂
詩
、
b九

n
F
H
脅
さ
え
む
き
な
、
ご
と
し
て

の
ド
イ
ツ
人
が
果
た
す
べ
き
、
世
界
史
上
、
特
別
な
役
割
が
あ
る
の
だ

と
彼
は
明
書
し
続
け
た
。
一
九
一
一
一

0
年
代
初
頭
の

i
ト
〕
の
記
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述
に
は
、
ハ
イ
デ
ガ

i
の
以
下
の
よ
う
な
確
信
が
開
陳
さ
れ
て
い
る
。

「
ド
イ
ツ
人
だ
け
が
存
在
を
根
源
的
に
新
た
な
仕
方
で
詩
作
し
、
か
つ

一
一
一
一
口
う
こ
と
が
で
き
る
」
（
凸
〉
宏
一

N
3
0

…
九
四

O
年
半
ば
の
記
述
で
は
、

ハ
イ
デ
ガ

i
は
ド
イ
ツ
人
を
「
日
没
す
る
地
（
O
R
E
0
2）
の
羊
餌
い
定
2

2
5ミミミ

s
h
rミ
込
き
た
こ
（
む
〉
C
P
E
）
と
名
付
け
る
。
さ
ら
に

一
九
昭
一
一
一
年
の
講
義
録
で
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
「
ド
イ
ツ
人
が

「
ド
イ
ツ
的
な
る
も
の
」
を
見
出
し
、
か
つ
守
る
と
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ

人
か
ら
の
み
世
界
史
的
省
察
は
到
来
し
う
る
」
（
白
〉

gLNω
）
と
。

か
の
戦
争
に
ド
イ
ツ
人
が
負
け
た
時
で
さ
え
、
ハ
イ
デ
ガ

i
は
、
日

没
す
る
地
（
0
2広
g
C
を
、
よ
り
は
っ
き
り
言
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

化
し
て
い
る
全
世
界
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ド
イ
ツ
人
で
あ
り
、

ド
イ
ツ
人
だ
け
だ
と
明
言
し
続
け
た
。
一
九
四
五
年
五
月
八
日
に
書
き

上
げ
ら
れ
た
「
野
の
道
で
の
会
話
（
忠
於
守
会
I
C
E－モ・
anを
）
」
の
第
三

会
話
の
終
わ
り
、
つ
ま
り
〔
作
品
全
体
の
〕
結
部
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は

こ
の
自
付
〔
日
五
月
八
日
一
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
敗
戦
の
日
〕
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
世
界
が
勝
利
を
祝
っ
て
い
る
が
、
自
ら
が

既
に
数
世
紀
以
来
、
自
ら
の
蜂
起
の
敗
者
で
あ
る
こ
と
に
ま
だ
気
村
い

て
い
な
い
日
に
」
（
凸
〉
ゴ
い
ち
乃
夫
己
ミ
）
。
彼
は
「
戦
争
は
何
も
決

定
し
な
い
」
と
、
次
の
よ
う
に
注
に
付
一
記
し
て
い
る
。
戦
争
に
必
然
的

に
伴
、
っ
惨
劇
と
は
、
日
没
す
る
地
（
0
2広
g門
）
の
中
心
を
蝕
ん
で
い

る
ニ
ヒ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
「
砂
漠
化
（
率
、
さ
を
さ
者
）
」
、
つ
ま
り
、
わ

れ
わ
れ
自
身
が
「
蜂
起
し
、
存
在
（
∞
ミ
コ
）
に
〔
わ
れ
わ
れ
が
〕
属
し

て
い
る
こ
と
に
住
意
を
払
う
こ
と
を
拒
絶
す
る
と
い
う
こ
と
」
に
ふ
さ

わ
し
い
「
存
在
に
見
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
年
三
言
内
三
塁
誌
与
さ
と

の
、
表
面
的
な
現
象
に
過
、
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
お
〉
ミ
一
ほ
ど
山
主
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参
賄
）
。
真
の
決
定
と
は
「
日
没
す
る
地
（
O
R
E
o
E）
の
中
枢
と
し

て
の
ド
イ
ツ
人
が
、
歴
史
的
な
使
命
を
前
に
し
て
無
力
を
さ
ら
け
出
し
、

外
来
の
思
想
の
犠
牲
と
な
る
か
ど
う
か
を
決
す
る
こ
と
な
の
だ
」
（
C
〉

3
h会
乃
夫
己

g）
と
ハ
イ
デ
ガ
i
は
言
う
。
事
実
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
」
と
は
「
外
来
の
思
想
」
の
一
つ
で
あ
る
。
〔
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
〕

そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
「
自
然
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
」
、
つ
ま

り
は
生
物
学
的
な
も
の
、
人
種
的
な
も
の
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
ハ

イ
デ
ガ
i
が
一
一
…
一
口
う
と
こ
ろ
の
ド
イ
ツ
人
が
、
彼
ら
の
真
の
精
神
的
本
質

を
回
復
し
よ
う
と
す
る
、
な
ら
ば
、
拒
絶
せ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の
だ

お
〉
斗
ぬ
お
tお
ぞ
門
司
nHUMtg
参
照
）
。
ド
イ
ツ
人
は
、
蒋
在
と
の
注

意
深
い
応
答
に
お
い
て
「
待
つ
」
、
詩
作
し
思
索
す
る
民
な
の
で
あ
る
（
向

上
参
照
）
。

存
在
（
匂
ミ
ミ
あ
る
い
は

P
E）
と
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
通
常
関

わ
る
存
在
者
す
べ
て
（
句
史
S
尋
芝
、
つ
ま
り
通
常
、
わ
れ
わ
れ
が
虜

に
な
っ
て
い
る
生
活
上
「
必
要
と
す
る
も
の
」
す
べ
て
と
は
対
照
的
に
、

「
無
用
（
§
h
q
s
sお
と
」
な
の
だ
。
存
在
（
∞
0
5
あ
る
い
は
∞
ミ
ロ
）

と
は
、
そ
の
他
の
存
在
者
の
う
ち
の
一
つ
の
存
在
者
と
い
う
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
「
所
有
・
自
性
化
す
る
出
来
事
」
（
同
ミ
同
誌
な
）
で
あ
り
、

こ
の
出
来
事
が
世
界
を
初
め
て
開
示
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
存
在
者
と
、

存
在
者
同
士
の
関
わ
り
に
意
味
を
贈
与
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
贈
与
は
、

わ
れ
わ
れ
を
、
よ
く
志
糾
合
す
る
受
領
者
と
し
て
、
必
要
と
す
る
。
つ
ま

り
、
「
響
き
は
、
〔
・
：
〕
響
き
を
発
す
る
楽
器
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
、

無
用
は
、
わ
れ
わ
れ
と
わ
れ
わ
れ
の
本
質
を
必
要
と
す
る
」
（
凸
〉
吋
P

Nω
当

nHvnHS）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
存
在
は
現
存
在
を
必
要
と
し
、

と
り
わ
け
ド
イ
ツ
的
現
存
在
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
。

第
三
会
話
の
末
尾
近
く
で
、
ハ
イ
デ
ガ
！
は
登
場
人
物
に
こ
う
語
ら
せ

る
。
わ
れ
わ
れ
ド
イ
ツ
人
は
、
「
無
用
の
用
を
知
る
と
い
う
こ
と
を
学

ば
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
こ
の
無
用
の
用
を
、
学
ぶ
者
と
し
て
、
諸

民
族
に
教
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
凸
〉
ミ
ゐ
匂
丙
克
己
切
印
）
。
ハ
イ
デ
ガ
！

の
思
惟
の
大
部
分
に
、
と
り
わ
け
こ
の
時
期
に
浸
透
し
て
い
る
存
在
史

的
民
族
中
心
主
義
と
は
、
こ
の
引
用
に
は
っ
き
り
表
れ
て
い
る
の
だ
。

と
は
い
う
も
の
の
し
か
し
：
＼
第
三
会
話
は
こ
の
引
用
で
完
全
に
終

結
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
第
三
会
話
、
と
い
う
こ
と
は
「
野

の
道
で
の
会
話
』
全
体
は
、
他
な
ら
ぬ
「
無
用
の
用
」
に
回
附
し
て
「
中

間
の
哲
学
史
の
本
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
」
（
印
）
か
ら
、
「
二
人
の
思
索

者
の
短
い
会
話
」
を
引
用
し
、
完
結
す
る
お
〉
ゴ
一
∞
ωuhHvnHg
参

照
）
。
明
白
な
の
は
、
「
学
び
つ
つ
教
え
る
と
い
う
重
荷
」
（
C
〉、ミ一

民
∞
）
を
分
か
ち
合
う
こ
と
に
な
る
「
類
縁
の
人
々
」
（
向
上
）
に
は
、
も
っ

ぱ
ら
非
ド
イ
ツ
人
、
と
り
わ
け
東
ア
ジ
ア
の
人
々
が
含
ま
れ
る
、
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
だ
。
吋
野
の
道
で
の
会
話
」
末
尾
で
、
道
家
の
古
典
で
あ

る
『
荘
子
』
か
ら
引
い
た
一
節
へ
の
、
こ
う
し
た
陸
自
に
値
す
る
言
及

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
〔
こ
の
言
及
が
〕
あ
の
戦
争
末
期
に

な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ハ
イ
デ
ガ
i
が
他
の
場
合
に
は
民
族
中
、
心

主
義
的
な
思
慢
を
辿
る
途
上
で
な
さ
れ
た
、
例
外
的
な
逸
脱
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
と
私
は
考
え
る
。
む
し
ろ
こ
の
『
荘
子
』
へ
の
言
及
は
、

か
の
〔
民
族
中
心
主
義
的
な
思
惟
の
〕
道
の
内
側
で
〔
ハ
イ
デ
ガ
i
〕

が
意
義
深
い
対
抗
運
動
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。
〔
即

ち
、
〕
彼
が
最
終
的
に
一
九
五
三
年
に
「
京
ア
ジ
ア
世
界
と
の
避
け
ら

れ
な
い
対
話
丈

2
5
2
2占
止
と
芯

Z
C
2可。
n
F

さ
と
吾
、

S
Eミ
ミ
な
込
S
明
却
と
ご
（
〈
〉

h

お＼

on↓
5
∞
）
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
も



の
に
向
か
う
運
動
で
あ
る
五
百
本
論
が
追
求
す
る
の
は
、
ハ
イ
デ
ガ
！

の
息
堆
の
道
が
持
つ
こ
の
側
面
、
つ
ま
り
、
存
在
史
的
民
族
中
心
主
義

を
超
え
て
東
ア
ジ
ア
と
の
徹
底
的
な
伝
統
賠
対
話
を
開
く
こ
と
へ
と
向

か
っ
て
い
く
、
こ
の
動
向
に
他
な
ら
な
い
己
主

存在史的自民族中心主義から東西対話への途上で

東
洋
的
世
界
と
の
不
可
避
的
な
対
話
に
向
か
っ
て

ハ
イ
デ
ガ
！
の
東
ア
ジ
ア
へ
の
関
心
は
一
九
二

0
年
代
に
溜
る
。

二
0
年
代
初
め
と
言
え
ば
、
田
辺
元
や
後
に
九
鬼
田
川
造
ら
も
加
わ
る
こ

と
に
な
る
、
少
な
か
ら
ぬ
日
本
人
学
生
や
若
手
研
究
者
が
、
ハ
イ
デ
ガ
！

と
共
に
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
や
マ

i
ル
ブ
ル
ク
で
学
ん
で
い
た
時
期
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
一
九
三

O
年
ま
で
に
は
、
ハ
イ
デ
ガ

i
は
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・

ブ
i
パ
i
訳
「
荘
？
と
（
一
九
一

O
年
版
）
に
親
し
ん
で
お
り
、
わ
れ

わ
れ
が
他
者
と
「
共
に
在
る
」
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
あ

る
会
話
の
中
で

T
壮
子
」
の
第
一
七
章
に
一
度
言
及
し
て
い
る
（
日
）
。

後
年
の
追
想
の
中
で
、
ハ
イ
デ
ガ

i
は
、
…
九
二
九
年
の
講
演
「
形
市

上
学
と
は
な
に
か
」
に
お
い
て
「
盤
に
に
よ
っ
て
何
を
意
味
し
よ
う
と

し
た
の
か
を
、
彼
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
開
胞
た
ち
と
は
対
罰
的
に
、
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
た
日
本
人
の
能
力
へ
の
評
価
を
表
明
し
て
い
る
五
三

だ
が
、
ハ
イ
デ
ガ

i
が
最
も
自
民
族
中
心
主
義
的
で
あ
っ
た
時
期
で

あ
る
、
一
九
一
一
一

0
年
代
半
ば
に
は
、
彼
は
東
ア
ジ
ア
的
思
惟
に
い
か
な

る
親
近
惑
も
認
め
ず
「
ア
ジ
ア
的
な
も
の
」
（
九
三
営
E
5
n雪
）
一
般
を
、

ヨ
i
ロ
ッ
パ
が
警
戒
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
見
な
し
て
い
た
。
ロ
ー

マ
に
て
一
九
三
六
年
臨
月
八
日
に
行
わ
れ
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ド
イ
ツ

哲
学
」
と
題
さ
れ
た
講
演
で
、
ハ
イ
デ
ガ

i
は
、
ヨ

i
ロ
ッ
パ
救
済
の

条
件
の
一
つ
は
「
ヨ

i
口
ッ
パ
の
諸
民
族
を
ア
ジ
ア
的
な
も
の
か
ら
守
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る
こ
と
〔
匂
芯
出
き
て
Q
P
コ
ミ
M

刊に俗、

2
町
三
、
ね
な

h
e
h
d

句、叫明、。．
2
2、て。、門出合ミ

ヘ
A
h
E
5
n
pき
こ
だ
と
一
一
一
一
口
、
っ
。
同
年
に
関
議
さ
れ
た
シ
ェ
リ
ン
グ
講
義

で
は
、
ハ
イ
デ
ガ

i
は
「
ア
ジ
ア
的
な
も
の
」
を
「
神
秘
的
な
も
の
」
（
え
2

8
忌
雪
含
）
と
結
び
つ
け
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
（
「
ア
ジ
ア
的
な
も
の
」

と
「
神
副
知
的
な
も
の
」
〕
は
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
始
ま
り
に
よ
っ
て
乗
り

越
え
ら
れ
た
と
、
主
張
す
る
の
だ
（
∞
〉
口
宅
∞
吋
区
小
参
照
一
凸
〉
谷
一
円
訟

も
参
照
）
（
お
）

O

一
九
四
…
年
に
お
い
て
も
な
お
「
黒
ノ

i
ト
』
の
中
で
、

ハ
イ
デ
ガ

i
は
、
〈

E
Eさ、
Q
3

〔
れ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
〕
〉
と
対
置
さ
れ
る
、

〈Eλ
宮
ミ
込
ミ
弓
（
C
2広
g門
）
〔
時
「
呂
没
す
る
地
」
〕
〉
は
、
「
ド
イ
ツ

人
の
本
質
的
な
麗
史
と
そ
の
由
来
を
、
日
昇
る
地
（
0
3
2巳
）
［
ミ
ミ

ミ
ミ
吋
室
主
ミ
宮
内
君
ミ
〕
と
の
対
決
か
ら
規
定
す
る
歴
史
的
概
念

K
S忌
斥
～
ご
と
忌
ミ
匂
ぬ
旬
、
ミ
ご
（
む
〉
忠
一

N
R）
だ
と
記
し
て
い
る
（
望
。

東
ア
ジ
ア
へ
の
言
及
は
こ
の
ノ

i
ト
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、

一九一一一

0
年
代
半
ば
か
ら
末
に
か
け
て
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
機
会
に

彼
は
、
中
国
を
真
の
歴
史
性
の
欠
如
、
お
よ
び
、
技
術
的
な
工
作
機
構

や
皮
相
的
な
「
体
験
」
と
結
び
付
け
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
歴

史
は
没
落
し
、
工
作
機
構
と
体
験
と
い
う
中
間
的
な
る
も
の
が
始
ま
る

丈
討
会
h
q
p
E尽
き
さ
習
を
さ
え
§
h
S凡
さ
誌
ミ
ミ
号
、
ミ
号
含
ま
与
も

さ
え
乱
立
町
、
な
常
三
宮
内
ミ
ミ
〕
」
（
凸
〉
宏
一
会
∞
一
ま
た
開
ω
C
N
も
参
照
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
三

0
年
代
後
半
に
入
る
と
東
ア
ジ
ア
へ
の
ハ

イ
デ
ガ

i
の
敬
意
と
関
、
心
が
再
燃
す
る
。
〔
こ
こ
で
、
〕
一
九
三
七
年
か

ら
一
九
四
六
年
の
関
に
取
り
戻
さ
れ
た
ハ
イ
一
ア
ガ
！
の
東
ア
ジ
ア
思
想

へ
の
関
心
に
纏
わ
る
エ
ピ
ソ

i
ド
を
、
い
く
つ
か
挙
げ
た
い
と
思
う
。

禅
の
思
想
家
で
あ
り
、
京
都
学
派
の
哲
学
者
で
あ
る
西
谷
啓
治
が

九
三
七
年
か
ら
一
九
一
一
一
九
年
に
か
け
て
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
学
ん
で
い
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た
折
、
西
谷
は
ハ
イ
デ
ガ

i
に
、
〈
鈴
木
拙
著
F
hむしてミミ

N
2

～
ぜ
た
ひ
な
さ
〔
英
著
、
日
本
語
訳
な
し
〕
〉
の
第
一
巻
を
贈
呈
し
た
。
そ

う
し
て
判
明
し
た
の
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
の
本
を
既
に
読
ん
で
お
り
、

こ
の
本
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
西
谷
は
グ
ラ
ハ
ム
・
パ

i
ク
ス
に
「
禅
に
つ
い
て
話
す
為
に
ハ
イ

デ
ガ

i
が
茜
谷
を
、
毎
逓
土
曜
の
午
後
に
自
宅
へ
「
定
期
的
に
招
待
」

す
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
」
（
立
を
詳
し
く
語
っ
て
い
る
。
西
谷
は
伴

一
憲
に
、
頻
繁
に
ハ
イ
デ
ガ
i
の
住
ま
い
に
招
か
れ
、
そ
こ
で
「
禅
の

見
地
に
つ
い
て
本
当
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
ハ
イ
デ
ガ

l
に
説
明
し

た
」
と
も
語
っ
て
い
る
。
〔
ハ
イ
デ
ガ
！
の
講
義
に
出
席
し
〕
細
部
ま

で
正
確
な
ノ
！
ト
を
取
っ
た
上
で
西
谷
は
、
「
禅
に
言
及
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ハ
イ
デ
ガ
i
自
身
、
自
ら
の
講
義
で
こ
う
し
た

〔
禅
の
〕
考
え
を
繰
り
返
し
た
も
の
だ
っ
た
」
（
き
と
さ
え
一
宮
う
の
で
あ

る。
〔
ま
た
、
〕
着
欣
義
は
、
〔
次
の
よ
う
に
〕
述
懐
し
て
い
る
。

一
九
四
二
年
に
ハ
イ
デ
ガ
！
の
知
遇
を
得
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
〔
粛

は
〕
「
折
に
触
れ
て
（
：
・
〕
［
吋
老
子
』
〕
の
イ
タ
リ
ア
語
へ
の
〔
自
身
に

よ
る
〕
部
分
訳
を
渡
し
た
」
こ
と
、
そ
し
て
「
老
子
』
の
ド
イ
ツ
語
へ

の
共
訳
に
取
り
組
む
と
い
う
彼
ら
の
計
画
が
、
一
九
四
六
年
の
夏
季
休

暇
中
、
「
毎
週
土
曜
日
に
ト
！
ト
ナ
ウ
ベ
ル
ク
山
頂
に
あ
る
ハ
イ
デ
ガ
！

の
小
屋
で
〔
ハ
イ
デ
ガ
！
と
〕
定
期
的
に
相
ま
み
え
た
」
（
ゆ
）
こ
と
に
よ
っ

て
実
現
さ
れ
た
の
だ
と
。

東
ア
ジ
ア
思
想
へ
の
ハ
イ
デ
ガ

i
の
関
心
は
、
上
述
の
よ
う
に
、

一
九
三

0
年
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
明
ら
か
に
高
ま
る
一
方
で
あ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
一
九
四
五
年
に
「
野
の
道
で
の
会
話
』
の
最
後
の
貰
で

彼
が
「
荘
子
』
（
N
さ
き
句
N

九
）
を
引
用
す
る
ま
で
の
問
、
東
ア
ジ
ア
思

想
へ
の
意
義
あ
る
言
及
は
、
後
の
テ
ク
ス
ト
の
表
毘
に
は
現
れ
な
か
っ

た
。
た
だ
し
、
こ
の
会
話

2
野
の
道
で
の
会
話
巴
は
、
一
九
九
五
年

ま
で
未
刊
行
の
ま
ま
に
留
ま
っ
た
。
ハ
イ
デ
ガ
i
が
東
ア
ジ
ア
と
東
ア

ジ
ア
思
想
と
の
長
き
に
渡
る
会
話
に
関
し
て
沈
黙
を
破
る
の
は
、
公
に

は
、
会
話
形
式
で
ま
田
か
れ
た
ま
た
加
の
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
の
こ
と

だ
っ
た
。
一
九
五

0
年
代
半
ば
、
手
塚
富
雄
の
訪
問
を
機
縁
と
し
て
、

ま
た
長
年
に
渡
る
他
の
多
く
の
日
本
の
学
者
や
哲
学
者
と
の
会
話
を
下

敷
き
に
し
て
、
ハ
イ
デ
ガ
！
は
「
こ
と
ば
に
つ
い
て
の
会
話
1
1
1
あ
る

自
本
人
と
問
う
者
と
の
文
芸
ミ
ミ
ミ

cn旬
、
ミ
忌
て
ミ
存
、
守
ミ
込
町

ヘζ
己
＼
切
と
－
Nミ
h
h
p
g
m
宮
内
ミ
缶
、

s
q
Nミ
ミ
ミ
ミ
尽
き
可
ミ
鳴
ミ
え
さ
〕
」
を
童
聞

き
上
げ
た
（
凸
〉
H
N
一芯！
H
A
q
c
tそ
F
H
l
忠
吉
参
照
）
。
ハ
イ
デ
ガ
i
が

こ
の
特
殊
な
テ
ク
ス
ト
を
、
対
話
と
い
う
形
式
で
ま
と
め
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
た
理
由
を
推
し
量
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
の
対
話
は
、
前
…
じ
詰
め
る
と
、
二
つ
の
根
本
的
に
異
な
る
伝
統

開
の
、
二
つ
の
徹
底
的
に
異
な
る
言
葉
の
間
の
、
と
い
う
こ
と
は
つ
ま

り
「
存
在
の
家
」
の
関
の
、
対
話
可
能
性
そ
の
も
の
に
関
し
て
の
対
話

だ
か
ら
で
あ
る
。

〔
こ
こ
で
、
〕
私
は
「
野
の
道
で
の
会
話
』
と
「
こ
と
ば
に
つ
い
て
の

会
話
」
と
の
特
別
な
関
係
を
示
唆
し
た
い
と
思
う
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
こ

の
二
つ
の
テ
ク
ス
ト
を
会
話
形
式
で
書
く
こ
と
を
選
ん
だ
の
は
、
理
に

適
っ
て
い
る
（
君
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
こ
つ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
ハ
イ

デ
ガ
！
の
患
惟
が
持
つ
二
つ
の
対
話
動
向
の
閣
に
掛
か
る
架
け
橋
を
明

示
す
る
か
ら
だ
。
一
方
で
は
、
開
明
ら
か
に
ハ
イ
デ
ガ
i
は
、
そ
の
思
惟

を
、
彼
が
西
洋
的
伝
統
に
属
す
る
律
大
な
思
索
者
と
見
な
し
た
者
た
ち



存在史的自民族中心主義から東西対話への途上で、

と
の
対
話
の
中
で
、
と
り
わ
け
ギ
ワ
シ
ア
人
た
ち
と
の
対
話
の
中
で
、

展
開
し
て
い
る
。
も
し
か
し
た
ら
へ

i
ゲ
ル
は
例
外
か
も
し
れ
な
い
が
、

先
人
た
ち
と
の
対
話
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
も
徹
底
的
に
従
事
し
た
西
洋
の

哲
学
者
は
他
に
は
い
な
い
む
他
方
で
、
ロ
ル
フ
・
エ
ル
パ

i
フ
ェ
ル
ト

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
ハ
イ
デ
ガ

i
は
、
そ
の
患
堆
の
道
全
体
が
、

ア
ジ
ア
の
哲
学
者
た
ち
と
の
対
話
を
伴
っ
て
い
る
一
：
〕
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

初
の
偉
大
な
思
索
者
」
（
さ
で
も
あ
る
。
事
実
、
西
洋
的
伝
統
と
の
彼

の
生
涯
に
渡
る
対
話
は
、
東
ア
ジ
ア
的
思
設
と
の
対
話
へ
の
準
舗
と
し

て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
、
ハ
イ
デ
ガ
！
自
身
が
幾
度
も
示
唆
し

て
い
る
。
彼
は
解
釈
学
的
な
仕
方
で
西
洋
的
ん
伝
統
に
関
わ
っ
た
が
、
こ

の
こ
と
は
、
西
洋
的
倍
統
の
中
に
わ
れ
わ
れ
を
解
釈
学
的
に
封
じ
込
め

る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

よ
り
根
本
的
で
本
来
的
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
非
西
洋
的
伝
統
と
の
始

ま
り
を
な
す
対
話
、
中
で
も
と
り
わ
け
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
と
の
対
話
の

可
能
性
を
開
く
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
だ
。
こ
の
東
ア
ジ
ア
的
伝
統

と
の
対
話
を
テ
i
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
た
初
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
、
五

鑑
者
た
ち
に
、
ハ
イ
デ
ガ

i
は
…
九
六
九
年
に
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ

て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
に
と
り
東
洋
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
主
題
と

し
た
、
思
索
者
と
の
対
話
が
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
よ
う
に
、
私
に
は
頻
り
に
思
わ
る
の
で
す
」
（
詑
）

O

し
か
し
ま
た

同
時
に
、
こ
の
緊
急
性
は
、
ハ
イ
デ
ガ

i
が
次
の
よ
う
に
断
層
主
張
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
「
ギ
リ
シ
ア
の
思
索
者

お
よ
び
彼
ら
の
言
葉
と
の
対
話
が
一
：
〕
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
東
ア

ジ
ア
世
界
と
の
不
可
避
的
な
対
話
の
前
提
条
件
だ
と
い
う
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
」
（
〈
〉
お
お
円
、
門
店
∞
）
と
。
東
と
の
対
話
へ
と
一
歩
踏
み
出

ハイデガーの道稜109 

す
こ
と
は
、
西
洋
人
に
対
し
て
、
自
身
の
思
換
が
属
す
る
ギ
リ
シ
ア
的

起
源
と
の
対
話
を
通
じ
て
先
ず
一
歩
下
が
る
よ
う
要
求
す
る
の
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ガ

i
は
、
こ
の
前
提
条
件
を
断
盟
主
張
し
、
決
し
て
欝
諾
う
こ

と
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
ギ
リ
シ
ア
人
と
の
対
話

を
通
じ
て
一
歩
退
く
こ
と
は
、
抗
う
べ
く
も
な
い
東
西
対
話
へ
の
道
の

途
上
に
存
す
る
、
あ
る
一
歩
で
あ
る
と
益
々
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

の
だ
。私

が
、
ハ
イ
デ
ガ

i
の
思
惟
に
存
す
る
二
つ
の
対
話
動
向
に
掛
か
る

架
け
構
、
ギ
リ
シ
ア
に
ま
で
遡
り
、
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
に
ま
で
及
ぶ
架

け
橋
、
と
呼
ぶ
も
の
は
、
で
」
と
ば
に
つ
い
て
の
会
話
（
一
九
五
一
一
一
・

五
回
）

1

1

あ
る
日
本
人
と
問
う
者
と
の
」
の
中
で
明
確
に
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
つ
の
対
話
動
向
に
掛
か
る
架
け
橋
が
、
「
野
の
道
で

の
会
話
」
に
お
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
ど
の
よ
う
に
し
て
見
出

せ
る
の
か
、
〔
こ
こ
で
〕
示
し
た
い
と
思
う
。
こ
の
本
を
講
成
す
る
三

つ
の
会
話
は
全
て
、
頑
迷
な
技
術
的
思
考
と
い
う
開
題
に
備
わ
る
西
洋

的
起
源
に
つ
い
て
省
察
し
て
い
る
。
第
一
会
話
は
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス

の
片
言
隻
句
を
取
り
上
げ
て
、
再
考
す
る
こ
と
を

B
指
し
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
背
景
に
は
、
「
老
子
』
か
ら
の
見
紛
う
べ
く
も
な
い
影
響

が
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
る
（
号
。
第
二
会
話
は
、
謎
め
い
た
「
客
人
」

の
到
着
で
幕
を
閉
じ
る
が
、
こ
の
「
客
人
」
は
、
「
大
変
に
了
寧
な
予

期
に
よ
っ
て
」
耳
を
傾
け
る
能
力
が
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
「
卓
抜

し
た
客
人
」
と
述
べ
ら
れ
る
お
〉
ミ
…

5
0
h℃
内
山
口
参
熊
）
。
こ
の

客
人
は
、
〈
塔
の
番
人
〉
に
あ
る
図
像
（
1
2
c
g）
を
も
た
ら
す
と
さ

れ
る
が
お
〉
吋
吋
忌
垣
内
一
ヌ
U
M
S
参
顎
）
、
こ
の
図
像
は
、
〔
そ
の
謎
が
〕

「
解
き
明
か
さ
れ
る
」
べ
き
、
何
か
べ
き
も
の
」
と
し
て
、
〈
教
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p
o
Z同
N
M
n
2
M
2立弓口問。同．
m
R
O
U
3
5
k点
、
、
さ
、
ミ
ミ
言
品
川
ミ
ミ
SNi内加古コ

a
5仏
σuL・向付
E
r
g
o『
出
足
玄
・
を
E
号
由
一
一
（
何
回
詰
智
正
常
一
円
m

凶
器
智
正
常

己
三
〈
O
門
的
た
て
可
『
O
∞∞リ

M
C
C
O
）油田
U同y
u
o
q
y
E
H
N
却の
O
即
ロ
ふ
開
問
H
A
Z
E

足立仏
σ
∞∞
O『油田、吋
ZFMMrz
∞
ロ
ロ
ユ
ロ
∞
件
y
o
F
伊丹ぬ】ゆ凶｛）凶
V

叫

J
p
n
h
o
ミ
F
q
h
三

」。
Nh「
ミ
ミ
、
E
～。旬。、
p
y
品川山＼｝｛
N
O
｝（）］いふゆ走中・一

E
Z
o一色。∞∞
2
．∞〉｝ぽ
mwO仏

〈

U
Y
白｝｝
Oロ
∞
ぬ
円
。
忌
ozmwU同一円。ロの
0
1
5ロ
∞
。
吋
湾
問
。
o
V
吉
弘
、
、
否
、
ミ
ミ
宮
内

ミ
ミ
与
何
処
S
J
足
止
注
目
々
』
・
明
白
三
。
。
ロ
2

2
円
山
玄
・
者
E
H
E一一（内申告
σ吋正∞
σ
一

門知山口智正∞
o
C
E
〈2
2々
匂吋
O∞P
N
C
C
C）リ日ゼ－
U

（｝｜弘、目
E
m由。。白
MM仏初出口町一口

z
t
m
T
w∞∞
O吋ぶ吋町一コ主】凶∞

O
C
H－E
∞同｝
M
O
F
由円。｝市
VM
｛）印
W3
同ApnhoNミ》
S
4叫

な
ど
ミ
む
こ
ぎ
～
。
言
、
守
ム
∞
＼
日
｛
N
。
】
。
押
さ
ー
ま
・
ベ
ル
ナ
ス
コ
！
ニ
が
説
得

的
な
仕
方
で
論
じ
る
よ
う
に
、
「
こ
の
士
九
三

0
年
代
半
ば
と
い
う
〕

時
期
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
取
り
組
み
は
、
「
民
族
的
な
要
素
」
を
排

除
す
る
こ
と
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
民
族
が

最
も
重
要
だ
と
い
う
考
え
を
論
難
す
る
こ
と
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
る

（E
Z
a
号
器
q
d
〉
ロ
品
a
n
z

＝oa
o
V
℃・印
N
）
。
『
省
察
』
（
一
九
一
一
一
八
！

三
九
）
に
お
い
て
ハ
イ
デ
ガ
！
は
以
下
の
よ
う
に
明
記
し
て
い
る
。
「
た

だ
歴
史
の
み
が
、
あ
る
民
族
に
国
家
的
な
結
束
と
そ
の
民
族
の
本
質

の
刻
印
を
置
き
与
え
る
。
「
空
間
」
や
「
土
地
」
、
風
土
や
血
は
、
新

た
に
形
成
す
る
力
も
結
束
の
意
志
も
決
し
て
持
た
な
い
」
（
。
〉
去
一

広
司
宗
宗
P
。〉

g
h
g＼
門
司
臼
∞
も
参
顛
）
。
ベ
ル
ナ
ス
コ
！
ニ
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
「
こ
れ
は
血
と
地
を
民
族
の
現
存
在
の
必
要
条
件
で

は
あ
る
が
、
充
分
条
件
で
は
な
い
と
考
え
る
〔
と
い
う
点
で
〕
、
こ
う

し
た
理
解
を
超
え
る
意
義
深
い
一
歩
で
あ
る
」
（
Z
E
2
8仏
E
5
1

℃・

8
）
、
例
え
こ
の
一
歩
が
、
歴
史
的
自
民
族
中
心
主
義
を
ま
す
ま
す

甚
だ
し
く
す
る
諸
問
題
を
、
以
前
未
解
決
の
憶
に
す
る
と
し
て
も
、
〔
意

義
深
い
一
歩
な
の
〕
で
あ
る
。

（3
）
し
か
し
な
が
ら
、
ペ

1
タ
i
・
ト
ラ
ヴ
ニ
！
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

演
習
記
録
に
よ
れ
ば
既
に
一
九
三
三
・
三
四
年
冬
学
期
に
お
い
て
、
ハ

イ
デ
ガ
i
は
「
わ
れ
わ
れ
ド
イ
ツ
人
の
空
間
の
本
性
」
は
、
「
セ
ム
族

の
遊
牧
民
に
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
そ
も
そ
も
決
し
て
開
示
さ
れ
る
」

こ
と
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
（
Z
。
∞
∞
N

参
照
一
引
用
は
以
下
に
拠
る

2
5
↓E
3予
F
5提
雪
室
、
尋
可

〉品、忌。
h
え
雪
＼
ぬ
え
な
n
p
S司市市町たて
Shhnp
宅
。
「
ミ
ミ
偽
有
吋
出
口
｝
九
ロ
ユ
一
〈
E
C
氏。

穴吉田件。
H・5
8ロリ
N
C
E
W
℃・

8
）。

（4
）
吋
黒
ノ

i
ト
』
一
九
四
七
i
四
八
年
の
記
述
に
あ
る
、
ハ
イ
デ
ガ

i

の
ユ
ダ
ヤ
l
キ
リ
ス
ト
教
的
一
神
教
へ
の
挑
発
的
な
批
判
も
参
照
す

る
こ
と
お
〉
宅
一

ω印戸
ωSWAgw
お
∞
参
照
）
。

（5
）
『
黒
ノ

i
ト
」
の
あ
る
条
り
で
、
ハ
イ
デ
ガ

i
は
ユ
ダ
ヤ
人
自
ら

が
民
族
主
義
的
だ
と
し
て
次
の
よ
う
に
非
難
す
る
。
「
ユ
ダ
ヤ
人
は
、

彼
ら
の
こ
と
さ
ら
計
算
的
な
才
能
の
も
と
で
、
と
う
の
昔
か
ら
既
に

民
族
の
原
理
に
従
っ
て
「
生
き
て
い
る
」
。
そ
う
だ
か
ら
こ
そ
、
ユ
ダ

ヤ
人
は
激
越
に
、
こ
の
〔
民
族
の
〕
原
理
の
無
制
限
な
適
用
に
対
し

て
ま
た
抵
抗
す
る
の
で
あ
る
に
。
〉
ま
み
P
5
3
m
－m
R
E丘
2
5
0
〔わ

れ
わ
れ
を
〕
疑
い
よ
う
も
な
く
最
も
当
惑
さ
せ
る
皮
ユ
ダ
ヤ
主
義
的

な
条
り
の
中
で
、
ハ
イ
デ
ガ
！
は
〔
当
時
〕
間
近
に
迫
っ
て
い
た
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
を
、
次
の
よ
う
に
「
自
滅
」
の
一
つ
の
形
と
特
鍛
付
け

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
形
部
上
学
的
な
意
味
で
本
質
的
に
「
ユ

ダ
ヤ
的
な
」
も
の
〔
羽
ナ
チ
ス
〕
が
、
〔
一
般
的
意
味
で
の
〕
ユ
ダ
ヤ

的
な
も
の
と
争
う
と
な
れ
ば
、
歴
史
に
お
け
る
自
滅
の
絶
頂
に
到
達

す
る
。
「
ユ
ダ
ヤ
的
な
も
の
」
〔
H
ナ
チ
ス
〕
が
主
る
所
で
支
配
を
完

全
に
手
繰
り
寄
せ
る
な
ら
ば
、
「
ユ
ダ
ヤ
的
な
も
の
」
（

n
ナ
チ
ス
〕

と
の
髄
争
さ
え
も
、
い
や
、
こ
の
闘
争
こ
そ
が
と
り
わ
け
、
こ
の
「
ユ

ダ
ヤ
的
な
も
の
」
〔
立
ナ
チ
ス
〕
へ
の
支
配
に
結
果
的
に
服
従
す
る
こ

と
と
な
る
の
だ
」
（
白
〉
巧
一

N
C
W
5
5
・
m
R
E
a
r
E
。
言
い
換
え
る



存在史的自民族中心主義から東西対話への途上で

な
ら
ば
、
ハ
イ
デ
ガ

i
は
ナ
チ
ス
が
「
影
間
上
学
的
に
言
え
ば
ユ
ダ

ヤ
的
だ
」
と
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ベ
ル
ナ
ス
コ

i

ニ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
〔
自
ら
〕
が
民
族
主
義
的
だ
と

い
う
こ
と
も
、
こ
う
し
た
〔
上
記
の
〕
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
自
滅
と
い
う
考
え
」

も
完
全
に
ハ
イ
デ
ガ
！
に
独
自
な
も
の
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
つ
ま

り
、
前
者
〔
日
ユ
ダ
ヤ
人
〔
自
ら
〕
が
民
族
主
義
的
だ
と
い
う
こ
と
〕
は
、

「
選
ば
れ
た
民
」
で
あ
る
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
人
の
主
張
に
対
す
る
批
判
が

持
つ
長
い
歴
史
を
再
び
繰
り
返
し
て
お
り
、
後
者
〔
日
「
ユ
ダ
ヤ
人

の
自
滅
と
い
う
考
え
」
〕
は
、
「
ド
イ
ツ
の
皮
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
中
で
は
、

よ
く
知
ら
れ
た
も
う
一
つ
の
修
辞
い
だ
っ
た
。
こ
の
修
辞
は
、
「
少
な

く
と
も
リ
ヒ
ヤ
ル
ト
・
ワ

i
グ
ナ

i
著
空
間
楽
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
性
」

に
ま
で
遡
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
E
〉

g任
。
『
恩
師
3
5
0幻
想
3
0コ
号
。

〉
一
一
。
∞
ぬ
色
。
之
包
口
氏
一
々
出
口
仏
門
一
O出『

n
o
g

－oE
q
c内
ヱ
包
仏
omw∞
2
d
〉
D
C
t

r
s一
宏
戸
＝

3
2
5
3日以内

5
胃告知吋伊丹一

S
F門
官
σ一5
t
o
p
℃
・
エ
参
照
）
。

（6
）
「
黒
ノ

i
ト
」
出
版
以
前
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
富
家
社
会
主
義

お
よ
び
反
ユ
ダ
ヤ
、
王
義
と
の
ハ
イ
デ
ガ
！
の
関
わ
り
と
い
う
問
題
へ

の
簡
明
に
し
て
潤
察
力
に
満
ち
た
案
内
に
つ
い
て
は
、
（

U
Eュ
g

∞
mHgσ
由。｝
Y
E
Z
o
E
o
m∞
σア

Z
E
5目同年∞
C
2
2一一出向戸出口仏

P
O
C
2
5出向
M

2
0
1
0
1
5
ミ
ミ
・
き
ミ
ミ
ミ
北
電
「
・
．
卒
、
（
リ
ミ
ミ
ミ
ア
丘
一
円

a
s∞
護
者
・

0
聖一的（
U
C『
富
三
一
〉
E
g
g－
N
C
H
S
・
3・
g
N
i
M
戸
印
参
昭
…
。

（7
）
こ
の
点
は
可
知
名
目
ヲ
ミ
ミ
ミ
議
官
；
ミ
号
、
さ
き
ま
急
ミ
む
き
n
p
s

市
早
～
守
宅
h与
を
向
山
ミ
ミ
品
川
場
宅
－

HHi

－Nu
g
i
H
C
H
参
照
。

〈

8
）

向

上

ψ

℃
山
（
）
日
ま
た
向
上

3
・2
i
N
O
も
参
頭
。

（9
）
シ
ュ
ピ
！
ゲ
ル
誌
と
の
対
談
が
行
わ
れ
た
一
九
六
六
年
に
主
つ

て
も
、
ハ
イ
デ
ガ

i
は
「
ド
イ
ツ
語
の
、
ギ
リ
シ
ア
語
お
よ
び
そ
の

思
慢
と
の
特
別
加
に
内
的
な
類
縁
性
」
（
。
〉
目
。
一
句
。
）
を
明
言
し
続
け
る
。

（
日
こ
の
引
用
は
、
一

a

荘
子
〕
第
ニ
六
章
か
ら
で
あ
る
。
英
訳
は
、
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言
内
向
。
ミ
又
急
事
、
奇
心
＼
．

3
N
h室
内
同
吋
N
h
L
5
2・∞戸
5
8
君
主
的
。
ロ
（
z
g

j

ヘ2
庁
内
。
一
c
s
σ
Z
C
2
5
5
q
き
g
p
H
h
v
g）七－
N
S
参
開
。
ハ
イ
デ
ガ

i

が
用
い
る
〈
E
o
z
c
g
g門町市町古一二
2
c
g
o
c∞
g
れ
〔
「
挫
…
用
の
用
」
〕
〉

に
対
応
す
る
元
の
中
国
語
は
、
光
用
之
鴬
用
ザ
て
hh
｝
さ
さ
N
P
ご
て
九
九
三
認

で
あ
る
（
円
十
社
子
同
岩
波
書
志
〈
文
庫
〉
、
一
九
八
一
一
一
年
、
二
四
頁
参
照
）
。

（
孔
）
生
渡
に
渡
る
東
ア
ジ
ア
思
想
へ
の
ハ
イ
デ
ガ

i
の
関
心
を
概
観

す
る
に
は
、
こ
の
｛
ハ
イ
デ
ガ
！
と
東
ア
ジ
ア
思
想
と
の
〕
関
係
に

関
す
る
基
礎
文
献
へ
の
参
考
資
料
を
含
む
描
著
“

z
o
E
O話
。
二
三

〉田仲間
3
M
V
Y

口。問。日
u
y
v
p
”

5
1》伶ぬ～
ccミ
毛
ミ
可
町
内
V

ミ
、
ミ
ミ
む
ミ
さ
ミ
ミ
ら
r
N
M

判的内川、．
u

o
E
z
a
σ
可？・出向
HAuczm白
q
o
c一
民
自
己
恒
三
c
∞
・
之
江
田
。
ロ
（
Z
o
g
〈
Cユハ一

∞一。。否∞
σ
c
q
〉
の
お
号
E
F
N
C
H
S
d
3・
色
。
！
ム
コ
参
照
。
東
西
対
話
へ
向

け
た
ハ
イ
デ
ガ
！
の
態
度
を
以
前
に
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
拙
論

E
ヱ
包
含
器
R
d
O『
広
三
如
氏
。
口
出
入
宮
盟
名
門
U
c
r
c
D
円y
o
t〈
3
5
0
3一。∞
5

三片山
M
P
O
初日出向
1
5
〉一命。♀

o
g
K
2
2
m
w一－（ぬ仏師－
Y
ミ
ミ
に
ふ
路
mw下、むを－
E
R》

U
1

・．ミミミ
mNぬ
い
官
、
ミ
ミ

hhhhh
ま
さ
と
ミ
九
hhbh川
む
さ
雪
ミ
（
明
5
5
2∞＼玄口口一のか一

〉
添
え
〈
亘
書

N
C
Z）噌
3
・
H
a
i
日∞
C
参
照
。
本
論
は
、
こ
の
論
考
を
補

完
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
円
以
）
ハ
イ
デ
ガ

i
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
会
話
（
独

C
O告
品
与
〔
英

8
コ
〈
号
室
弓
ロ
〕
）
と
い
う
言
葉
を
対
話
（
独

O
E
C哲
〔
英
仏
互
。
官
。
〕
）

よ
り
も
好
む
。
そ
の
理
由
は
お
そ
ら
く
は
以
下
で
あ
る
。
即
ち
、
後

者
〔
れ
れ
対
話
）
は
、
予
め
決
め
ら
れ
た
事
柄
に
つ
い
て
二
つ
の
主
体

の
間
で
生
じ
、
そ
の
後
に
続
く
話
と
理
解
、
あ
る
い
は
誤
解
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
。
他
方
、
前
者
〔
？
会
話
〕
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
今

ま
さ
に
話
し
て
い
る
者
が
誰
か
を
決
定
す
る
と
共
に
、
そ
れ
に
つ
い

て
話
さ
れ
る
当
の
事
柄
を
決
定
す
る
、
一
言
葉
（
旬
、
ミ
与
と
の
根
源
的

な
集
約
（
C
令
）
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
許
す
。
「
会
話
は
、
そ
こ
で

話
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
到
達
す
る
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
も
っ
て
待
つ
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も
の
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
会
話
の
中
で
話
す
者
た
ち
は
、
会
話
の

中
で
自
分
た
ち
自
身
の
存
在
を
変
え
る
も
の
に
出
会
う
用
意
が
あ
る

場
合
に
の
み
、
本
来
の
意
味
で
話
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」
（
。
〉

ゴ
一
句
＼
QMnω
吋
）
。
話
し
交
わ
す
こ
と
を
含
意
す
る
〈
仏
S
F望
。
〉
と
い

う
用
語
も
、
あ
る
人
と
ま
た
別
の
あ
る
人
が
棺
互
に
向
き
を
変
え
る

こ
と
を
含
意
す
る
な
S
5呂
田
色
。
ロ
〉
と
い
う
用
語
も
、
言
葉
、
あ
る

い
は
話
す
こ
と
の
集
約
で
あ
る
〈
凸
や
旬
、
ミ
忌
〉
の
意
味
を
、
英
語
に

持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
ハ
イ
デ
ガ
！
の
テ
ク
ス
ト

を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
用
語
に
与
え
ら
れ
た
意
味
を
、
こ
れ
ら
の
用
語

に
響
か
せ
る
時
、
対
話
お
よ
び
会
話
と
い
う
用
語
に
わ
れ
わ
れ
は
ま

た
こ
の
用
語
が
持
つ
臨
有
な
も
の
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
「
会
話
」
が
持
つ
、
あ
る
人
と
ま
た
別
の
あ
る
人
が
相
互
に

向
き
を
変
え
る
こ
と
〔
と
い
う
含
意
〕
は
、
「
問
主
観
性
」
と
い
う
意

味
に
限
定
し
て
捉
え
ら
れ
る
必
要
は
な
い
。
こ
れ
は
、
存
在
の
呼
び

掛
け
と
人
間
存
在
の
応
答
と
の
聞
に
生
じ
る
統
一
と
し
て
理
解
さ
れ

得
る
。
〔
こ
う
し
た
存
在
の
呼
び
掛
け
へ
の
人
間
存
在
の
誌
答
と
は
、
〕

常
に
人
間
存
在
同
士
で
の
会
話
や
伝
統
的
な
テ
ク
ス
ト
と
の
会
話
を

通
じ
て
生
じ
る
応
答
で
あ
り
、
時
折
り
、
決
定
的
な
機
会
に
お
い
て
は
、

諸
伝
統
聞
の
会
話
、
例
え
ば
、
ア
テ
ネ
と
イ
エ
ル
サ
レ
ム
と
の
間
の
、

あ
る
い
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
の
哲
学
者
と
イ
ン
ド
並
大
陸
の
思
索
者

と
の
間
の
、
あ
る
い
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
と
京
都
の
聞
の
、
諸
伝
統
間

の
会
話
を
通
じ
て
生
じ
る
応
答
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
翻
訳

は
「
外
国
語
と
の
対
決
を
助
け
と
し
て
、
自
国
語
を
覚
醒
し
、
浄
化
し
、

そ
し
て
農
開
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
」
（
。
〉
印
仰
ぎ
記

E
S
1
2）。

一
九
回
二
年
に
ハ
イ
デ
ガ

i
が
「
わ
れ
わ
れ
〔
ド
イ
ツ
人
〕
と
同
じ

く
日
本
人
も
英
i
米
の
言
葉
を
学
ん
で
い
る
」
（
。
〉

ω
w
g記
5
8）

と
い
う
事
実
を
嘆
く
一
方
で
、
そ
し
て
ま
た
わ
れ
わ
れ
が
今
日
、
撞

着
語
法
的
な
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
村
落
」
に
お
け
る
英
語
の
覇
権
を
嘆

か
ね
ば
な
ら
な
い
一
方
で
、
「
歴
史
的
民
族
は
間
有
の
言
語
と
異
屈
の

言
語
と
の
対
話
［
N
3
0
4
3各
O

］
か
ら
し
て
の
み
あ
る
の
で
あ
る
」
（
凸
〉

印

w
g云
自
白
）
と
す
る
、
ハ
イ
デ
ガ

i
に
わ
れ
わ
れ
は
賛
関
す
る
。

一
九
四
二
年
に
書
き
始
め
ら
れ
た
ハ
イ
デ
ガ
！
の
こ
の
テ
ク
ス
ト
は

ギ
リ
シ
ア
語
と
ド
イ
ツ
語
の
結
び
付
き
を
強
調
し
て
い
る
が
、
し
か

し
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
の
主
張
を
、
哲
学
的
思
堆
は
間
一
一
一
一
口
語
的
で
間
倍

統
的
な
対
話
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
る
の
だ
と
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

複
数
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
日
）
白
色
ロ
ユ
早
老
ぽ
宮
口
円
山

2
z
o
f
h至
。
ミ
ミ
町
内
三
円
m
b
s
E
M刊
誌
』
ミ
忌

ミ
雪
之
ミ
ミ
ミ
h

出
向
均
的
考

3
Nも
1
3
1
a
u
S
H】∞・

3
2
2

－wヨ
邑
出
足
穴
O

ロロ
o
p

宮田｝〕『（

n
z
g∞。一
C
2〈
O

『岳句。吋

n
E
S∞。司呂田白リ
5
8）u

－
u
・日∞・

（
凶
）
次
に
挙
げ
る
著
作
所
収
の
、
一
九
六
三
年
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
か
ら

小
島
威
彦
に
宛
て
た
書
簡
を
参
照
の
こ
と
。

2
3骨
密
。
べ
∞

5
0
2
0円安

門。穴。」

5
g
↓
向
付

m
u
y
F
W
P
Z

ヱ
R
S
C
H

∞c
o
y
ロO
吋（
O

仏・）
u

」む、。ミ
N

－え

ミミ品提一－
S
、（∞百
S
R
S∞
g
一吋
4
5号。。｝向。リ
H
C
∞ゆ）リ｝
u
・
N
N
P
ま
た
。
〉
忠
一

円。ω＼C
さ
r
S
も
参
照
。
ハ
イ
デ
ガ
！
の
〈
ふ
S
Z
S仲
間
〔
日
「
無
」
〕
〉

と
い
う
概
念
と
、
禅
仏
教
の
「
無
」
と
い
う
観
念
の
間
に
あ
る
共
鳴

関
係
と
、
そ
し
て
ま
た
差
異
に
つ
い
て
は
、
拙
著
E
2
2
R
W毘
2
8与

と
5
2
0
8去～

ψ

選
・
怠

E
S参
照
。

（
日
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ハ
イ
デ
ガ
i
は
シ
ェ
リ
ン
グ
よ
り
も
一

麗
ヘ

i
ゲ
ル
に
近
い
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の
「
積
極
哲
学
」
は
、
そ
の
起

源
を
せ
い
ぜ
い
神
秘
的
な
も
の
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
o

p
芯
仏
ユ
与
者
ニ
町
立
ヨ
』
。
∞

8
Y
〈
。
ロ
∞
号
。
豆
岡
高
リ
ミ
な
さ
と
ミ
ト
C
4
H
Rミ

EH3h片
足
ミ
き
さ
号
、
宣
言
。
豆
、
ミ
g
h
s
c
～c－哲
U
S
E－
富
田
由
。
ロ
担
n
v
d

出
口
仏
玄
由
美

g
N
F虫
色
号
。
『
宮
♂
叫
105g。
E
σ
〕
こ
釦
由
。
ロ
玄
・
を
豆
町
（
と
σきてい

∞ピヴムメ
N
C
C
吋
）
参
照
。
〔
し
か
し
、
〕
ヘ

i
ゲ
ル
と
は
対
照
的
に
、
シ
ェ



存夜史的自民族中心主義から東西対話への途上で

リ
ン
グ
は
蕗
洋
の
伝
統
を
イ
ン
ド
の
伝
統
と
の
対
話
へ
と
開
い
た
。

シ
ェ
リ
ン
グ
が
為
し
た
こ
の
貢
献
に
つ
い
て
は
、
』
言
。
ロ
玄
・
名
古
｝
f

ー
さ
ハ
リ
3
4
1
h
h号
、

ht，h
q
p・
ミ
ミ
た
む
き
ま
さ
～
町
内
君
主
主
き
え
き

h
pミ
2

2
尽
き
て
一
∞
C
Z〈
匂
苫
∞
∞
唱
N
C
C
ω

）暢

2
苦

g一
一
可
与
さ
言
∞
参
照
。
ハ
イ
デ

ガ

i
は
後
年
哲
学
が
ミ
ュ

i
ト
ス
〔
討
神
話
〕
か
ら
ロ
ゴ
ス
を
分
離

す
る
こ
と
で
生
じ
た
と
い
う
理
解
を
次
の
よ
う
に
拒
絶
し
て
い
る
こ

と
を
付
記
し
て
お
く
。
「
ミ
ュ

i
ト
ス
（
ミ
三
ぎ
と
と
ロ
ゴ
ス
（
守
ち
と

は
、
あ
り
き
た
り
の
哲
学
史
が
考
え
て
い
る
よ
う
に
、
哲
学
そ
れ
島

身
に
よ
り
、
あ
る
対
立
関
係
に
入
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
う
で

は
な
く
、
ま
さ
し
く
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
の
初
期
思
想
家
た
ち
（
パ
ル

メ
ニ
ヂ
ス
、
断
片
八
）
は
、
ミ
ュ

i
ト
ス
と
ロ
ゴ
ス
を
間
じ
意
味
で

用
い
て
い
る
。
ミ
ュ

i
ト
ス
と
ロ
ゴ
ス
が
互
い
に
分
離
し
、
対
立
し

合
う
よ
う
に
な
る
の
は
、
ミ
ュ

i
ト
ス
に
し
て
も
ロ
ゴ
ス
に
し
て
も
、

そ
の
始
ま
り
の
本
貿
を
保
持
し
得
な
く
な
る
に
至
っ
た
と
き
で
あ
る
」

（
老
町
む
当
者
向
ベ

5
）。

（
凶
）
一
九
六
二
年
に
圭
つ
で
も
ハ
イ
デ
ガ

i
は
な
お
「
ア
ジ
ア
的
な

も
の
と
の
対
決
主
主
ミ
ミ
ミ
色
町
三
号
室
句
）
は
ギ
リ
シ
ア
的
な
現
事
夜
（
著

者
強
調
）
に
と
り
、
一
個
の
実
り
多
き
必
然
性
で
あ
っ
た
」
（
凸
〉
諒
一

足
∞
）
と
主
張
し
て
い
る
。
彼
は
更
に
こ
う
述
べ
る
。
「
ア
ジ
ア
的
な

も
の
と
の
対
決
は
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
に
と
り
、
〔
ギ
リ
シ
ア
的
な
現

存
在
と
は
〕
全
く
異
な
る
仕
方
に
お
い
て
、
ま
た
〔
ギ
リ
シ
ア
的
な

現
存
在
に
お
け
る
よ
り
も
〕
は
る
か
に
大
き
な
範
留
で
、
ヨ

i
ロ
ッ

パ
の
運
命
お
よ
び
西
欧
世
界
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
運
命
に
関
わ
る
決

断
な
の
だ
」
（
C
〉
吋
印
一
時
∞
）
と
。
（
し
か
し
、
）
ハ
イ
デ
ガ

i
が
思
い
描

い
て
い
た
よ
う
な
対
決
を
実
行
す
る
際
、
こ
う
し
た
対
決
の
実
行
は

〔
ア
ジ
ア
と
ヨ

i
ロ
ッ
パ
で
は
〕
「
全
く
異
な
る
や
り
方
」
を
持
つ
。

こ
う
し
て
対
決
主
主
ミ
お
き
に
ね
ミ
喜
史
認
）
を
実
行
す
る
に
際
し
て
〔
ア
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ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
〕
「
全
く
異
な
る
や
り
方
」
を
持
つ
が
故
に
、

ア
ジ
ア
の
様
々
な
伝
統
と
の
協
調
的
な
対
話
が
必
然
的
に
結
果
す
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
。
〔
協
調
的
な
対
話
が
結
果
す

る
場
合
に
は
、
）
対
決
を
実
行
す
る
際
の
〔
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
〕

「
全
く
異
な
る
や
り
方
」
が
、
ア
ジ
ア
の
捺
々
な
伝
統
と
相
対
し
て
、

こ
れ
ら
の
諸
伝
統
と
物
別
れ
す
る
に
至
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
〔
と

考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
〕
。

（
げ
）
。
話
一
副
知
何
回

MMm凶目・
r
g＼
d
N
3
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